
こ
ん
に
ち
は
農
業
委
員
会
で
す

■
町
農
業
委
員
会
事
務
局（
32
）3
1
1
1
（
内
線
64
・
27
）

　

平
成
27
年
８
月
28
日
、「
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
」を
改
正
す
る
法
律
案

が
可
決
さ
れ
、
農
業
委
員
会
制
度
が
変
わ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

農
業
委
員
会
の
役
割

　
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」が

農
業
委
員
会
の
義
務
業
務
と
し
て
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
委
員
会

は
許
認
可
だ
け
で
な
く
、
担
い
手
へ
の
農

地
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
こ
と
が
制

度
的
に
よ
り
強
固
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
農
業
委
員
は
公
職
選
挙
法
に

基
づ
く
公
選
制
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
市
町
村

長
が
、
農
業
者
や
農
業
団
体
か
ら
候
補
者

の
推
薦
を
求
め
、
同
時
に
公
募
を
行
い
、

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
こ
と
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
法
が
施
行
さ
れ
る
平
成
28
年

４
月
１
日
に
在
任
し
て
い
る
農
業
委
員
は
、

任
期
終
了
ま
で
引
き
続
い
て
農
業
委
員
の

職
務
を
行
う
た
め
、
御
代
田
町
農
業
委
員

会
は
平
成
29
年
７
月
ま
で
現
在
の
体
制
で

職
務
を
行
う
予
定
で
す
。

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
の
選
挙
制
度
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
の

作
成
は
行
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
い
ま
し
て

「
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」は
、

本
年
よ
り
送
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設
置
さ
れ

ま
す

　
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」に

取
り
組
む
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
新
た

に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設
置
さ

れ
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
区
域

毎
に
農
業
者
等
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
、

応
募
し
た
希
望
者
か
ら
農
業
委
員
会
に

よ
っ
て
委
嘱
さ
れ
、
農
業
委
員
と
連
携
し

て
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
等

に
向
け
た
現
場
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
正
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
す

■
皆
さ
ん
は『
農
地
』に
関
す
る
次
の
よ
う
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

◆ 「
経
営
規
模
を
縮
小
し
た
い
け
ど
、
残
っ
た
農
地
の
管
理
は
ど
う
し
よ
う
か
な
ぁ
」

　

◆ 「
子
ど
も
達
は
勤
め
が
忙
し
く
、
当
分
の
間
は
農
業
に
従
事
し
な
い
な
ぁ
」

　

◆ 「
地
域
の
担
い
手
に
農
地
を
貸
し
て
も
良
い
け
ど
、誰
に
貸
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ぁ
」

　

こ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
の
悩
み
を
解
決
す
る
の
が
、『
長
野
県
農
地
中
間
管
理
機
構
』で
す
。

■『
長
野
県
農
地
中
間
管
理
機
構
』は
、

　

◆ 

農
地
を
一
定
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
借
り
受
け
、
地
域
の
大
規
模
農
家
や
新
規
就
農
者
等
の
皆
さ

ん
に
農
地
の
貸
し
付
け
を
行
う「
公
的
組
織
」で
す
。

　

◆ 

現
在
、
同
機
構
へ
の
農
地
の
貸
し
付
け
を
希
望
す
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

◆ 

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆ 10年以上機構に農地を貸し付けるなどの一定の条件を満た
すと、農地を貸し付けた方に、「経営転換協力金」や「耕作
者集積協力金」が交付されます。
◆ 10年以上地域の農地を機構にまとめて貸し付けた場合な
どの一定の条件を満たすと、機構に貸し付けた農地の割
合に応じ、「地域集積協力金」が交付されます。

※ 機構に農地を貸し付ける期間が5年の場合、「経営転換協力金」、
「耕作者集積協力金」、「地域集積協力金」の対象になりません。

3　機構へ農地を貸し付けた方等へのメリット

◆機構が農地を借り受ける年数は10年以上です。
　（※平成28年１月から借り受ける年数に５年間を追加）
◆ 機構が農地を貸し付ける相手（農地の受け手）は、地域・集落で
作成している、「人・農地プラン」に基づき、調整が行われます。
◆ 賃貸借期間中は機構から農地の賃料が口座振替で確実に
支払われます。

2　機構が農地を借り受ける条件等

■問い合わせ先：町産業経済課農政係 （32）3111（内線27）
　　　　　　 　（公財）長野県農業開発公社東信支所
 　0267（63）3111（内線338）

1　農地貸し付けまでの流れ

規模縮小、
離農など

規模拡大、
農地の
集積・集約化

農地の
貸し付け

借り受け希望者
（農地の受け手）

長野県農地
中間管理機構

農地の
借り受け

農地提供者
（農地の出し手）

『
農
地
』の
こ
と
は
、ぜ
ひ
、『
長
野
県
知
事
』指
定
の

『
長
野
県
農
地
中
間
管
理
機
構
』に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
長
野
県
で
は
、（
公
財
）長
野
県
農
業
開
発
公
社
を『
農
地
中
間
管
理
機
構
』に
指
定
し
ま
し
た
）
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（
広
告
欄
）

○ 

源
泉
徴
収
票
な
ど
へ
の
個
人
番

号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載
は

不
要
で
す
。

　

平
成
28
年
１
月
以
降
、
源
泉
徴

収
義
務
者
や
法
定
調
書
提
出
義
務

者
が
、
給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受

け
る
方
に
交
付
す
る
源
泉
徴
収
票

や
支
払
通
知
書
な
ど
へ
の
個
人
番

号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載
は
不

要
で
す
。

　

た
だ
し
、
税
務
署
に
提
出
す
る

源
泉
徴
収
票
な
ど
に
は
個
人
番
号

の
記
載
が
必
要
で
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
個
人
番
号
の
記
載
が
不
要
と
な

る
税
務
関
係
書
類（
給
与
な
ど
の

支
払
い
を
受
け
る
方
に
交
付
す
る

も
の
に
限
り
ま
す
）】

●
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

●
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票

●
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

● 

配
当
等
と
み
な
す
金
額
に
関
す

る
支
払
通
知
書

● 

オ
ー
プ
ン
型
証
券
投
資
信
託
収

益
の
分
配
の
支
払
通
知
書

● 

上
場
株
式
配
当
等
の
支
払
に
関

す
る
通
知
書

● 

特
定
口
座
年
間
取
引
報
告
書

● 

未
成
年
者
口
座
年
間
取
引
報
告
書

● 

特
定
割
引
債
の
償
還
金
の
支
払

通
知
書

○ 

確
定
申
告
書
へ
の
復
興
特
別
所

得
税
額
の
記
載
漏
れ
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別
所
得
税

の
申
告
お
よ
び
納
付
を
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各

年
分
の
基
準
所
得
税
額（
原
則
と

し
て
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）

に
２
・
１
％
の
税
率
を
掛
け
て
計

算
し
た
金
額
で
す
。

○ 

公
的
年
金
等
受
給
者
に
係
る
確

定
申
告
不
要
制
度

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
四
〇
〇
万
円
以
下
で
あ
り
、

か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
二
〇
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

　

ま
た
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

や
確
定
申
告
書
の
提
出
が
要
件
と

な
っ
て
い
る
控
除（
例
え
ば
、
純

損
失
や
雑
損
失
の
繰
越
控
除
な

ど
）の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、

確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○ 

ネ
ッ
ト
で
申
告（
ｅイ

ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
ａ
ｘ
） 

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
便
利

な
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告

は
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
入
力
す

る
こ
と
に
よ
り
、
計
算
誤
り
の
な

い
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

● 

添
付
書
類
の
提
出
を
省
略
で
き

ま
す
。

● 

還
付
金
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

24
時
間
い
つ
で
も
利
用
で
き
ま

す
。

※ 

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は
、

電
子
証
明
を
記
録
し
た「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」が
必
要
で

す
が
、
平
成
28
年
１
月
以
降
は
、

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」を
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

 　

た
だ
し
、「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」の
交
付
開
始
以
前
に
発
行

さ
れ
、電
子
証
明
を
記
録
し
た

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」は
、

そ
の
有
効
期
限
内
で
あ
れ
ば
継

続
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○ 

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
ま

ず
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

佐
久
税
務
署
代
表
番
号
に
か
け

る
と
、
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
。

要
件
の
内
容
に
応
じ
て
、
次
の
番

号
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

● 

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
国
税

の
ご
相
談
…﹇
０
﹈

● 

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相

談
…﹇
１
﹈

● 

個
別
的
な
ご
相
談
の
た
め
の
予

約
や
税
務
署
か
ら
の
照
会
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
、
国
税
の

納
付
相
談
な
ど
…﹇
２
﹈

税
務
職
員
を
装
っ
た
者

か
ら
年
金
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
と
称
し
た
不
審
な
電
話
や

「
振
り
込
め
詐
欺
」な
ど
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

d

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
先

佐
久
税
務
署
０
２
６
７（
67
）３
４
６
０（
代
表
）
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